
太鼓部会 

部  会  長   宮 島 勇 太 
副  部  会  長    神 脇 清 太 
運  営  幹  事   室 田 直 人 
会  計  幹  事   川 越 祐太郎 
部 会 員  岩 元 隆 道・牛 谷 祐 介・内 村 卓 哉・江 夏 徳次郎 

鎌 田 直 樹・上 村   一・川 内 賢 幸・川 田   匠 
久 保 隆 之・黒 木 興 輔・小 路 明 洋・國 分 葉 月 
佐 伯 浩 文・坂 下 真太郎・坂 元 謙一郎・下 徳 友 樹 
修 行 信 勝・田ノ上 素 世・津 貫 嗣 宝・出 水 輝 章 
常 盤 尚 揮・外 村 純 一・外 山 陽 介・温 水 浩 太 
原 口 丈太郎・東   信一郎・東 迫 紀 憲・枇杷木 由香理 
福 留 隼 人・藤 岡 将 弘・藤 川 拓 海・堀之内 博 樹 
堀之内   航・前 田 和 範・丸 山 亮 馬・宮 脇 佳 亨 
三 角 景 志・南 曲   誠・森   春 允・山 本 勇 介 
和 田 幸太郎・和 田 直 哉 
※上記以外の正会員で太鼓部会の趣旨に賛同される方 
ただし、入会１年未満の会員は義務参加。 
 

【サマリー】 
一般社団法人都城青年会議所 ２０２１年度 

太鼓部会 
部会長 宮島 勇太 

設置背景 

１． 都城青年会議所の太鼓部会は危機的状況にあります。太鼓を叩く人が少なくなってい
るということです。会員減少が一つの理由でもありますが、最大の問題は太鼓を叩け
るのに叩かないことです。 

２． 在籍年数の少ない新入会員が多く、交流の時間そのものがない状況です。また年齢を
重ねるにつれ筋力の衰えも見受けられます。委員会の垣根を越えた交流と役職や年齢
を問わず自由に参加できる部会の環境づくり、体づくりも大切だと考えます。 

設置目的 
１． ５年、１０年先も自信を持って太鼓を叩ける部会員の創造を目的とします。 
２． 限られた人だけが活動するのではなく部会員全員が意識を持って行動することを目

的とします。 

活動概要 １． 練習開催は毎週行い、部会員がスケジュールを合わせやすいようにします。 
２． 盆地まつりや焼肉カーニバル会場での舞台演奏。 

ＫＧＩ 
（目標達成指標） 

１． 毎月１０名以上の部会員の練習参加。 
２． 部会員の１００％が太鼓と触れ合い、共に演奏する楽しさを経験する。 

ＫＳＦ 
（ＫＧＩ達成のポイント・プロセス） 

１． 練習開催時は毎回動画を撮影し他の部会員に見てもらうことで、次回練習参加を促す。  
２． 部会員と共に舞台上で演奏することで一体感と達成感を味わってもらう。 

ＫＰＩ 
（ＫＧＩ達成のための中間指標） 

１． 毎週１回以上の練習開催 
２． 盆地まつりや焼肉カーニバルのどちらかに部会員が参加すること 

ＳＤＧｓ ３（すべての人に健康と福祉を）、１７（パートナーシップで目標を達成しよう） 

政策手法 

１． 
①理由：より多くの人に太鼓を叩く楽しさを知ってもらう為。 
②手法：ＳＮＳやＧａｒｏｏｎを使った練習・演奏動画配信。 
③行動：口で教えることの他に自身で太鼓演奏を見て、自分にあった練習を行う。 
２． 
①理由：その日その場所その時間を部会メンバーと過ごした事の大切さを知ってもらう為。 
②手法：筋肉トレーニング等を共に行う。練習に参加した方のコメントをＳＮＳ等に残す。 
③行動：今後の青年会議所活動を充実したものにするための仲間を作る。 

パートナー 
部会員のご家族、都城ＪＣシニアクラブ 
盆地まつり実行委員会、焼肉カーニバル実行委員会。 

 
【事業計画】 
１．部会員全員の委員会の垣根を超えた交流 
２．部会員全員の太鼓練習参加と太鼓演奏力向上 
３．盆地まつりや焼肉カーニバル会場での舞台演奏 


